
 

就職活動を振り返って 

１．自分が何に興味があるのか常にアンテナを 

張っておくことです。自分は看護師になるにあたって 

やりがい、お金、時間の中でどれが最も優先順位が 

高いのか考えて、それに合った就職先を選びました。 

２．あまり焦って試験を受ける必要はないと感じました。納得いくまで行きたい病院を探すと

良いと思います。 

３．学校からいろいろな病院を勧められると思いますが、まわりではなく自分が働くところで

す。自分の気持ちを優先してください。 

１．実習が始まると思うように時間が使えないため、長期休みなどを利用して早めに情報収集

に努めるべきだと思いました。 

２．3年（大学）4月、または 2年（専門）の後半までに決めておくと精神的に安心して実習

に臨めます。 

３．国家試験の勉強に集中するため、なるべく早めに内定をもらえていると良いと思いました。 

４．ひとりで抱え込まず先生や友人、家族などの多くの人に相談するのも大切だと思います。 

１．実際に見ることが大切でした。１つ 2つだと比較できないため、多くの病院を見学するの

が大切だったと思います。 

２．自分の中の希望を整理して、きちんと担当者から話を聞くこと、周りの噂なども情報収集

すると良いと思います。 

１．インターシップは興味のある病院なら行った方が良いと思います。それぞれの病院の特徴

などが比較できるので、自分に合った病院を見つけられると思います。 

２．実習とインターシップの日程が被っていて応募できなかったり、気が付いたら病院説明会

の予約期限が過ぎていたりということがありましたので、気になる病院があれば早めにチ

ェックして行動すればよかったと思いました。 

３．余裕があれば、様々な病院のインターシップを受け、多くの病院を見学しておくことが大

切と思います。 

４．インターシップや病院見学に積極的に参加した方が、視野が広がります。 

１．面接練習をやっておいて正解でした。面接での過去の質問などを確認し、聞かれてもすぐ

に応えられるようにしておくことが大切です。 

２．自分がその病院に行きたい 1番の理由をしっかり持っておくことです。面接などで自分の

強みや「私はこれができる」ということ、何がしたいかなどを明確にしておけば相手に必

ず伝わると思いました。 

３．小論文があるなら、書き方や形式は事前にマスターした方が良いと思いました。志望動機

は早くから明確にした方が良いです。 


